
２０２４年３月２９日 設立 20 周年ボランティア会 議事録       

１０時３０分～１１時５３分  ＺＯＯＭ 

参加者：永井、草野、篠崎、栄美子、酒井、漆原、金野、雅子、樋口 

事務局：福本、植嶋、永田、森岡（記録） 

 

１） 記念ロゴ決定について 

 役員投票結果の共有 

 顧問・理事・評議員・監事 計４３名の投票があった 

 応募全作品・応募主旨を共有、感想などを理事会・評議員会に出席した全役員よりコメン

トがあった 

決定したロゴにはやさしい表情・あたたかい雰囲気がある 

記念式典での展示やほのぼの賞や特別賞などを設け賞状を進呈する（準備委員会と同意見） 

缶バッジ制作・配布（子どもたちは缶バッジ大好き） 

他応募作品は「ロゴとその仲間たち」として公表 

２０周年だけでなく千葉県ユニセフ協会の独自ロゴとして継続利用しては 

ロゴの笑顔がよい（多く感想が寄せられた） 

幼稚園児～大人、同じ土俵で競うのは無理がある 

２０周年は特別な１年なので、ロゴを使って様々な形で露出をしていこう 

 

 決定したロゴの発表・ロゴ制作者の紹介 

 ロゴ制作者には福本事務局長より制作者に連絡し、千葉県ユニセフ協会 20 周年記念ロゴ

に決定した旨、氏名の公表等について了承を得た。 

 ロゴ制作者：小野様 君津市在住、周西公民館人権講座参加者 

ロゴへの思い：「この子の笑顔を守るため、私はユニセフの輪を広げます とあるように、

子どもを大人（まわりのだれか、親はもちろん隣人などの誰かが）守る 

 

 応募作品の取り扱いについて 

 全応募作品は、「ロゴとその仲間たち」として公表する、特別賞など制定できないか→制

定して表彰 

 感謝の気持ちを伝えること、２０周年式典への招待など、応募者にアプローチする 

 

 ２０周年の広報・ロゴを活用したアピール 

 缶バッジ ←制作することになった 

 スタンプ（ラブウォークスタンプラリー（４回参加で記念品）、 

 シール 

 クリアファイル 

「２０周年」文字を変更（exユニセフ・ラブウォーク IN 佐原）するなど、ロゴを活用できる

（ロゴ制作者に確認する） 

 



２）記念誌 9月 29 日にむけて 

 ボランティアのメッセージ：５月末までに各自提出→取りまとめ・調整（草野） 

 表紙：ロゴと仲間たち（画像） 

 ２０周年のあゆみ：担当：事務局・篠崎 

 参加者インタビュー：ラブウォーク・ゴルフ参加者 準備会メンバーと一緒に訪問・記事作成す

る 

 

３）設立２０周年メッセージ動画作成 

  千葉県ユニセフ協会は、２０２４年 ４月１日 設立２０周年を迎えました。 

   （篠崎）         （福本）   （草野） （栄美子） 

  世界中の 子どもたちが  笑顔で   健康に   暮らしていけるように 

  （酒井）  （漆原）   （永井） （雅子）  （樋口） 

  これからも  力をつくしていきます 

  （事務局）  （金野） 

  どうぞよろしくお願いいたしします 

   （福本） 

 

 

次回４月２６日（金）１０時３０分～ ＺＯＯＭ 

 

以上 

 


